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中を買虫て醐 凩毛―ルド内へ約夕o嗽の蒟さ1)う蟹十‐FTで せ、ロオ

lで毛́ ルド外側の疹暉臼つκを奈 |々て入ムス淮萩t「′″を滉ふさせ

る。スト、毛 ′́レド外pllの水引次いホ久″を″熱ち(-2θ
°d)でせ、

酢たの人でさ(クタ
商X40″“ズ“θ″″)トサガ″ムに、角///ゴムス

リーフЧ・入れて、仏ぃ等林 力求焦(7′
κ鯰絆)のもとで試麟 内

ドセットに、米を十か入仏“幹凍さて卜。くの次、′%々%2まで

キリ″二躾t、細 ひ†み条件下での
=ノ%り を、ひずみ葵勘え彦・

=

ο:ク̀夕編た。のガF水せん姉湘険を行を,ホ.なお、繰銭体の

せん姉 悶稔比はa`2～θ,`Sでぁっ卜.隷И憬トン短婦熱

lt、写響等-1、 図-2ト ホすよう|ミ.3ユコと力を脚歯 力だと卜ik

者でさろ炒のであ1、■葡 ひヾ み絆 で`の掏薪 向の奇建さをiく

t7(/`0″ 夕)わ 研粕の滅β翻冬の将彰黎ドをオ勧ツトくて々 よう|て

本ヽ。

2.鐵 果巧初添

図-31よ断 面バ岬υヾ 町心力面とSなるn友をケす場谷の特戒

体φポ況を勝υ彰ヤト示 トヽウのである。満 衝と1珈欣人主たヵ働

と(イデ十効4)な るrヴた(■ミト、“"れφ昴=(σ
~Ckc《
ら)

を/J‐す面でヽあって、エーllE面内で土メじ子べ汗字審々 卜最ウよく壻動

する面と考えら久ている。図-41↓健々 の淮衡白入場lF夕十するス

人・累l、」黙〕ヵ比(ラ缶)t景太主ひ■ (ε′)～薇 ひずふ

(ι′)烈%飛の質澤1植を示t卜しのである。口図よう、5=θち″;

%:`θ°の晴熟く、1)″濠済の二た力)とが大きぃ、2)赫

承遂 `すみハt、さい、3)バカ`ひずみ灰憫レジ刻臼勾政知汰さ

い、4)″哺卸ム(負のアマレイタンシー)セヾ,卜い1漂白を示すの

■%りう″ヽろ・スlt、図
-5(a)ltrkuりQ鮨、1得られホ嘲

i5

口́1累辮硼科″場状カ

写 真

- 1

口1カ瘍断型

和 悩み

執麟

鰤
姫 t咸

千t峙
よIJ脚彰)

南
輌

ね園
○平え

[::J吉:ll

/ 6

洋一

ロー2副 1蔵型 率]。砕輔 陥ヽ図)




